
                  小中連携（学校図書館）研究の構想 －西巣鴨中 巣鴨小 朋有小－ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童生徒像＞ 

本を読むことが好きな子供   本で学ぶ子供   感動や喜びを伝え合う子供 

＜育てたい力＞○読書への興味・関心を高め、読書習慣の形成を図る 

○目的に応じて多様なジャンルの本を読む 

○調べ学習（情報活用）スキルを活用し、課題を解決し、自分の考えを広げ深める 

○知識や感動、生き方等を、様々な表現方法で伝え合う 

 

研究主題 

学校図書館を活用した読書活動の充実 

次世代を担う児童生徒の 

「２１世紀型スキル」の育成 

○考えを深め想像力をはぐくむ 

    （知の喜び） 

○感動を分かち合い交流する   

（コミュニケーション） 

○目的をもった読書活動  

    （情報リテラシー） 

○生涯にわたる読書習慣の形成 

    （社会生活） 

 

学習指導要領総則 

「指導計画の作成等に 

当たって配慮すべき事項」 

学校図書館を計画的に

利用しその機能の活用を

図り、児童生徒の主体的、

意欲的な学習活動や読書

活動を充実すること 

＜研究仮説＞ 

   学校図書館の利活用指導の教員交流・研修に努め、その機能を有効活用するスキルの向上を図り、 

実践を交流整理することで、児童生徒の主体的学習活動や想像力育成を系統化することができる。 

小中の特色を生かした読書活動の連携 

＜研究内容・方法＞ 「小・中９年間を見通した学びと育ちの連続性」 

１ 学校図書館利活用指導の情報交流 

   児童生徒が自ら学ぶ学習・情報センター、豊かな感性や情操をはぐくむ読書センターの 

   機能の整備・充実に努める。 

⇒ 蔵書量、年間利用率等の基礎データの共有 

⇒ 読書環境づくりの交流 （掲示板、読書コーナー、書架の配置、テーブル・椅子） 

⇒ 年間読書活動計画の作成 

⇒ 読書活動時間の確保 

 

２ 調べ学習（情報活用）の系統化 

  児童生徒の図書選択の基本スキル、図書分類、図鑑・年鑑・パソコン活用、著作権等の 

情報リテラシー育成の小・中の系統化を図る。 

⇒ 合同の教員研修 

⇒ 実践報告事例の活用 （レポート、新聞づくり、ノート等） 

 

３ 読書表現活動実践の交流 

特色ある読書活動の実践を交流し、教員のスキルの向上を図る。 

⇒ 読書活動の利活用事例の交流 （アニマシオン、ブックトーク、ホップづくり 

ブッククラブ等） 

 

 

豊島教育ビジョン２０１０ 

幼・小・中一貫教育連携プログラム 

（小・中連携による９年間の教育の充実） 



研究の経過 

お １ ６月２６日（火） 巣鴨小学校 

 ○提案授業 

  ２年１組 国語「きいてたのしもう いなばのしろうさぎ」 

  ４年１組 総合的な学習の時間「秩父調べ隊」 

  ６年２組 国語「宮澤賢治の世界」 

 ○研究全体会 ３分科会 

○巣鴨小の読書活動 

  ・読書の大好きな児童の育成に向けて目標設定（読書好きの児童９０％ 貸し出し冊数 ３冊/月） 

  ・読書祭り（年１回）に、ロングタイム３０分の読み聞かせ交換会 

  ・読書プロジェクトを組織（学期に１回） 

  ・保護者の協力による本と仲良しの会（毎月２回 朝の読み聞かせ） 

  ・近隣保・小・中学校との連携 

２ １１月３０日（金） 西巣鴨中学校 

 ○授業参観 総合的な学習の時間 

  １年 国際理解学習クラス個人発表会 

  ２年 鎌倉遠足事前学習のためのガイダンス 

  ３年 面接練習 

  ４組 校外学習事後指導 

 ○研究全体会 ３分科会 

 ○ブックトーク 田沼恵美子先生（東京学芸大学嘱託講師） 

 ○西巣鴨の読書活動 

  ・図書委員が読書推進に大活躍（ポスターづくり ポップづくり しおりづくり 新刊本紹介） 

  ・朝読書 朝１０分間（３年生を除く） 

  ・寄贈本コーナー 現在９０冊に達する 

  ・スローガンの掲示「お昼のおともに 本はいかが」 

  ・様々なアイデァで図書館の雰囲気を盛り上げる 

   ２３年度図書貸し出し実績 ２９５４冊  

   ２４年度は、２３年度を上回るペース 一人で１５０冊に迫る生徒あり 

         職員室前の廊下文庫の活用 平均貸出数 2.5 冊 女子生徒の貸出冊数が比較的多い。 

         読書傾向は大半が、文学である。続いて多いのは、自然科学分野。 

３ ２月１４日（木） 朋有小学校 

 ○授業提案 課題図書を読み、本の面白さを感じる読書表現活動を工夫し、本の世界を広げ、 

読書の喜びを伝え合う力を身に付ける。 

  １年 詩（のはらうた）を楽しもう 

  ２年 アニマシオンを通して、本の登場人物の特徴に興味をもち、本の世界を楽しむ 

  ３年 斉藤隆介の作品を読んで紹介しよう 

     事典や図鑑の使い方を理解し、調べ学習に役立つ本の世界を広げる 

  ４年 科学読み物を紹介しよう 

  ５年 推薦図書を選び、登場人物の魅力を通し作品を紹介し、読書の世界を広げる 

  ６年 ポップづくりを通して本のよさを伝え合い、本の世界を広げる 

 ○ゆめのくに図書館コンセプト「読書の楽しみや学びの場を求めて児童が集う図書館」 

 ○毎週火曜日 朝読書 

 ○としま土曜公開の朝の１５分間 担任による読み聞かせ 


